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纂酬e
極域気候変動に関する第2回和達国際会議（Second　Wadati　Conference

　　　　　　on　GlobalChangeandPolarClimate）のお知らせ

内　容：地球環境問題に対する日本の貢献を目的とし

て，アラスカ大学地球物理学研究所に故和達清夫先生

の栄誉を称えて和達冠講座（WadatiChair）が設立さ

れております．この和達基金により，1995年11月に地

球環境問題と極域気候変動に関する和達国際会議をつ

くば研究学園都市にて開催いたしましたが，この度，

第2回和達国際会議を2001年3月に開催いたします．

　今回も，海外から著名な極域研究者を多数お呼びし

て，極域気候変動に関しこれまでに明らかになったこ

とと，今後の課題についで議論します．

セッションの構成案は次の通り：

（1）気候変動の検出

（2）気候システムの相互作用とフイードバツク

（3）古気候の復元

（4）気候モデリング

共催：第2回和達国際会議実行委員会・アラスカ大

　　　　学地球物理学研究所・国際北極圏研究セン

　　　　ター

実行委員長：松野太郎（地球フロンティア研究システ

　　　ム）・Andrey　Proshutinsky（アラスカ大学）

開催年月日：2001年3月7日（水）～9日（金）

開催地：エポカルつくば国際会議場・つくば研究学園

　　　　都市

参加登録・アブストラクト締め切り：2000年6月30日

プロシーディング原稿締め切り：2001年1月10日

問い合わせ先：筑波大学地球科学系，

　　　　和達国際会議事務局（田中　博）

　　　　〒305－8571つくば市天王台1－1－1

　　　　FAX：0298－51－9764，TEL：0298－53－4502
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